
地域活性化事業計画書 

 

令和５年９月１２日 

一般社団法人サスティナビリティセンター 

 

事業名： 

地域資源を活用した人材育成及び新規事業導入支援事業 

 

事業目的： 

「森里海ひと いのちめぐるまち」掲げる南三陸町において、持続可能な地域

社会創造を目指し、ネイチャーポジティブな社会創出に貢献できる人材育成プ

ログラム開発と既存施設や地域資源を活用した新規事業導入の支援を行う。   

開発した人材育成プログラムは、地域で行う人材育成事業に反映させるとと

もに、新規事業のシーズや可能性を公開することで、地域内外の人材による事業

化を後押しし、環境・経済・社会のあらゆる面で持続可能な地域社会づくりに貢

献する。 

注）ネイチャーポジティブ：自然資本を毀損しない、自然との共生をベースとした経済・社

会活動の方法にシフトし、我々の生存基盤である生態系・生物多様性を回復させること 

 



事業概要： 

南三陸町で実施されているネイチャーポジティブ成長社会の実現に向けた

様々な研究活動や事業開発をもとに、当法人の強みである人材育成プログラム

開発と事業環境分析を進め、ネイチャーポジティブな地域社会づくりに貢献で

きる育成プログラムの具現化と地域に必要でかつ地域の資源を活かした新規事

業群の提案・事業化推進を図る。 

具体的には、東北大学、宮城大学などが実施する共創の場形成などと協働し、

ネイチャーポジティブに対応できる高度な人材育成プログラムの地域・大学等

への実装を目指す。また、新規事業導入支援においては、地域の現状と事業の生

態系への影響なども加味した事業の成立性・可能性を検討した事業マトリクス

を作成し、地域にとって有用な事業候補を選定し見える化する。成立性の高い事

業については、人材や資本の呼び込みあるいは経営への参入など、事業化に向け

て必要な支援を行う。 

 

団体概要： 

当法人は「森里海ひと いのちめぐるまち」の実現のために設立した非営利型

一般社団法人であり、理事会の監督のもと、専従の代表理事を中心に事業を推進

している。 



町との協定のもとに自然環境活用センターをはじめとする各部署との協働を

すすめ、また、研究者や地域企業、市民団体などとの協力関係を築きながら、事

業を行っている。当センターが事務局となっている「南三陸いのちめぐるまち学

会」は、団体・個人あわせて会員 60 者を超え、毎年町内で実施される大会では

多くの研究者が来訪するなど、町内外問わず、人々の貴重な情報交換の場となっ

ている。本学会の存在はまた、研究者が研究フィールドとして南三陸を選定する

ことの大きな理由の一つともなっている。 

 

事業詳細： 

○人材育成プログラム開発 

現在進行中の環境省戦略研究 S-21 や東北大学・宮城大学の共創の場づくり

と連動し、人材育成の具体的なプログラム開発を進める。開発するプログラム

は、小学生から専門性の高い人材まで、対象別に内容を検討する。特に社会人向

けや教育旅行向けのプログラムについては、南三陸町観光協会などとも協力し、

町内における滞在型研修メニューとして提供できる態勢づくりを目指す。 

 

○新規事業導入支援 

地域における課題や自然資本・社会資本の現状を分析し、地域にとって必要



な事業の要素を見える化する。具体的には、事業性・成立性および生態系への影

響なども加味した事業構想マトリクスを作成し、地域にとって有用な事業候補

や事業のタネを一覧に整理する。 

その上で、既存の施設や地域資源も考慮しながら、成立性の高い事業につい

て、人材や資本を呼び込み、あるいは経営への参入なども検討しながら、事業化

に向けて必要な支援を行う。 

 

※地域おこし協力隊員は、これらの事業に従事し、事業を推進しつつ専門性を高

め、3 年の任期以降も町に定着できるよう、スキル開発と事業開発を平行して行

う。 


